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I はじめに
本報告は，女子短大生を対象に実施している「女子学生の生活感情の研究」の第皿報である。
第I報では，入学後まもない時点（ 5・6月）での生活感情の実態について，第E報では，入
学初期（4月と 6月との間） の生活感情の変化について報告した。
本研究は，第I報の結果を追跡するために企画されたものである。すなわち，入学時点、で認
められた生活感情がその後の学生生活の中で変化するか，変化するとすればどう変化するのか，
を調べようとした。
変化の状況をどの時点でとらえるかということについては論議の余地があるが，われわれの
研究では，年度変わりの時期を選び， l年修了時，卒業時（ 3年課程の場合には，1年修了時，
2年修了時，卒業時）で調査を実施することにした。この第皿報は，1年修了の時点で得られ
た資料を報告するものである。
H方 法
1.「生活感情尺度」の構成
第I・ I報の研究で用いたものと同ーの調査票を使用した。重複を避ける意味て＼ ここでは
省略する。詳しく は，尺度作成者の解説書及び第I・ I報を参照してもらいたい。
2.対象および実施方法
対象者の構成の違いによる影響を除くために， 第I報と同じ学生を対象に実施した。実施時
期は， 1年修了時点の2月（昭和57年）である。
同一学生の資料で比較することから，入学時（昭和56年）と 1年修了時の2固とも実施でき
た分に限って有効と した。その結果，6系統学科の711人について資料を得ることができた。
学科別の内訳は，美術系81，英語系48，看護系69，教育系271，家政系175，体育系67となって
いる。
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3.結果の処理
第I・ I報と同じであるので，ここでは省略する。
皿 結果および考察
1.女子学生全体の生活感情の変化
(1) 全尺度合計の変化
女子学生全体の変化から調べてみる。生活感情の全体像をあらわす全尺度合計は，表1に示
すように，入学時137.86, 1年修了時134.29となっている。尺度自体の全尺度合計の中央値は
120点であるから，いずれの時点でもややポジテイブ （肯定的，積極的）な生活感情にあると
いえる。 入学時から 1年修了時への変化は減少傾向を示しており，統計的にも有意な差となっ
ている。つまり，ポジテイブな傾向を弱める形ではあるが，ネガテイブ （否定的，消極的）な
傾向］を強めたといえる。
表1 女子学生全体（N =711）の平均値及び標準偏差
起訴ー と度 全尺度合計 連帯 孤独 安定不安定 充実一空虚
入 学 時（A) 137. 86 (18. 64) 45.81(6.84) 45.43(6.01) 46.61(8.27) 
l年修了時（B) 134.29(20.10) 44. 76(7. 36) 44. 54(7.16) 44.99(8.43) 
平均値の差 (B-A) 3.57 -1.05 -0.89 -1.62 
中目 関 係 数 +0.47 十0.58 +0.56 十0.47 
平均値の差の検定結果 P <. 001で有意 P <. 001で有意 P<. 001で有意 P <. 001で有意
入学時と1年修了時の関連は，相関係数から判断されるように，かなりの相聞がある（つま
り，本質的に関係がある）といえる。
(2) 尺度レベルでの変化
これを尺度別にみると， 表lから明らかなように，いずれの尺度でも有意な差を伴って，入
学時から l年修了時へと減少している。特に，充実 空虚尺度で著しい。したがって，全尺度
合計で認められた減少は，すべての尺度の減少の結果であり，連帯感 ・安定感 ・充実感を弱め
る形で生活感情のネガテイブ化がおこったといえる。
このように，孤独感 ・不安定感 ・空虚感 （特に空虚感）を強める変化がみられるということ
は，長期的にとらえる場合の“五月病”の存在が考え られるのである。
2時点の聞の関連は，いずれの尺度においてもかなりの相聞がある （本質的に関係がある）
結果と なっているが，充実空虚尺度でやや低い。
(3) 項目レベルでの変化
さらに詳しくみるために，各尺度を構成している項目の変化についても検討を加えてみよ う
（表2・図1）。
連帯一孤独尺度では，統計的に有意な差を伴って4項目で減少している。すなわち，パラパ
ラな，対立的な，個人的な，冷た
いとい う傾向を強めたこと になる。
安定一不安定尺度では，4項目
で有意な差を伴って減少している。
これは，おちつかない，病的な，
無力な，疑い深いという傾向を強
めたのである。
最も減少の大きかった充実空
虚尺度では， 8項目で有意差を伴
ってi威少している。すなわち， 日音
い，苦しい，悲しい，むなしい，
寒々と した，望みのない，挫折 し
そうな，年寄じみたという傾向を
強めたことになる。
以上の項目別の変化について，
わかりやすくするために，ネガテ
イフゃな方向の表現を用いて説明し
たが，言平定点4 （「どちらでもな
いJ）を中心にみると，ほとんど
の項目で変化後もなおポジティブ
な方向にあり，厳密にはポジテ イ
ブな表現の傾向が弱ま ったのであ
る。
2.所属学科別にみた生活感
情の変化
次に，第I報と同様に，所属学
科別に分けて検討してみよう。こ
れは，同じ短大であっても，学科・
専門コースによって学ぶ内容が大
きく異なり，それぞれに特色があ
るのであるから，それを選んで入
学 してくる学生にも特徴があり，
生活感情においても違いがあるで
あろうし， 1年後における変化も
また違うであろう，という想定に
表2 女子学生全体（N=711）の項目評定点平均値
（標準偏差）及び平均値の差の検定結果
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迂註之T入学時 l年修了時 平均値の差の検定結果
にぎやか な 4.56(1.18) 4. 51(1. 23) 
連
まとまった 4.05(1.16) 3. 89(1. 24) 
協 カ 的 な 5.14(0.96) 4. 85(1. 07) 
帯 うち とけた 4. 72(1. 23) 4. 64 (1. 37) 
開 放 的 な 4. 76(1. 21) 4. 68 (1. 25) 
仲間 の多 い 5. 07 (1. 06) 5.10(1. 04) 
J瓜 指導力 の ある 3. 95 (1. 12) 3. 91( 1.08) 
集 団 自旬 な 4.38(1.21) 4. 26( 1. 25) 
独 頼りになる 4. 33(1.13) 4. 24(1.14) 
愛 ’情 的 な 4. 86(1. 22) 4. 66 (1. 26) 
安 定 し た 4.02(1.39) 3. 97 (1. 40) 
安
おち つ いた 4. 40(1. 23) 4. 23(1. 34) 
おだやかな 4. 51( 1.27) 4. 46(1. 27) 
｛ 耳と 健 康 な 5. 48(1. 18) 5. 29 (1. 29) 
力あふれた 4. 44(1. 28) 4. 32(1. 29) 
静 か な 3.86(1.16) 3. 87(1.18) 
不 しっかり した 4. 66(1. 06) 4. 60 (1. 02) 
安 信じや すい 5. 09 (1. 40) 4. 95(1. 41) 
｛ 疋
調 和の とれた 4. 50(1.11) 4.44(1.10) 
楽 観 的 な 4. 47(1. 44) 4. 40 (1. 43) 
明 る しミ 5. 30(1. 19) 5.08(1.20) 
充 楽 し
しミ 4. 61 (1. 33) 4. 37 (1. 35) 
喜 l工 し しミ 4. 48(1. 09) 4. 35 (1. 08) 
実 充 実 し た 4.18(1. 32) 3. 98(1. 33) 
あたたかな 4. 90(1. 02) 4. 77 (1. 12) 
前 向 き な 4. 82(1. 11) 4. 76(1. 07) 
空 望みの あ る 4. 83(1.13) 4. 67 (1. 20) 
j荷 ちた り た 3. 90(1. 38) 3. 81(1. 34) 
虚 （無限に）成長してゆく 4. 66(1. 20) 4. 47 (1. 30) 
若 々 し ＼λ 4.95(1.31) 4.72(1.31) 
(i主）* * * :P <. 001で有意， ＊* : P<.Olで、有志，* : P<. 05で有意， N.S.：：有意差なし
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(1) 全尺度合計の変化
表3は，6系統学科に分けた場合の，学科別の全尺度合計の得点の変化をみようとしたもの
である。入学時と l年修了時との比較から，生活感情得点は，美術系と英語系で増加，その他
の4学科で減少という結果になっている。特に看護系の減少が目立っている。統計的に有意な
差となっているのは，看護系・教育系 ・家政系の3学科においてである。このよ うに，女子学
生全体としては減少していたのであるが，学科によって変化の仕方が異なる。
表3 全尺度合計の所属学科別平均値及び標準偏差
ι？ぞT美 術系 英語系 看 護系 教育 系 家 攻系 体育系(n=81) (n ==48) (n=69) (n=271) (n=l75) (n=67) 
入 学 時（A) 132. 31 (18. 51) 133. 54 (21. 41) 136. 17 (20. 08) 139. 25 (18. 48) 139.30(16.59) 140. 00(19目60)
l年修 了時（B) 135. 53(16. 65) 137. 00(19. 77) 126. 55(21. 53) 135. 81 (20. 04) 133.14(20. 64) 135. E6(20. 27) 
平均値の差 （B-A) +3.22 十3.46 -9.62 3. 44 -6.16 -4.34 
中目 関 係 数 +0.46 +0.55 +o目61 十0.39 十0.52 十0.50 
平均値の差の検定結果 有意差なし 有意差なし P <.001で有意 P＜目。lで有意 P <.001で有意 有意差なし
同様な検討は第E報でもおこなったのであるが，時間的な流れに伴う方向としては，今回の
結果とは一致点は認められない。すなわち，第E報で検討された4月から6月への変化では，
体育系と家政系で増加，他の学科で減少という結果であった（英語系は第E報では対象とされ
ていない）。 もっとも，本研究でいう入学時は第E報の6月時点に相当することを考慮に入れ，
感情の流れの波動現象を想定すると，いったん増加したものがある時点から減少したり，減少
したものがある時点から増加する結果とも説明できる。しかし，本研究と第E報の研究とは対
象者が同一でないので，この点は第E報の対象者について 1年修了時の調査を実施してみない
となんともいえない。
(2) 尺度レベルでの変化
以上の全尺度の変化は，3尺度に一様に認められるのか，それとも特定の尺度だけに認めら
れるのか。この点を検討することによって，変化の内容がいっそう詳細に明らかにされるであ
ろう。
表4～ 6に示すように，全尺度合計でみられた変化は，各学科とも 3尺度に一様に認められ
る。すなわち，美術系と英語系の2学科では3尺度とも増加の傾向を示し，他の4学科では3
尺度とも減少の傾向を示している。特に，看護系 ・教育系 ・家政系の3学科では， 3尺度とも
有意な差を伴って減少している。
変化の大きかった尺度は，美術系と体育系では安定一不安定尺度であり，英語系・看護系・
教育系・家政系においては充実一空虚尺度である。
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表4 連帯 孤独尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
対象群 美術系 英語系 看護系 教 育系 家政 系 体育 系
調査時点 ＼ ＼ ～＼＼ (n=81) (n=48) (n=69) (n=271) (n=l75) (n=67) 
人 学 時 （A) 43. 04(6. 82) 44. 40( 6. 45) 44. 88(6. 49) 46.55(7目07) 45. 89(6. 46) 47. 96(6. 34) 
1年修 了時 （B) 43. 56(6. 32) 45.17(7.18) 41. 84(7.18) 45.68(7.46) 44. 02 (7. 29) 47.12(7. 38) 
平均値の差 （B-A) +0.52 +o. 77 -3.04 0. 87 -1. 87 -0.84 
一一ト
中目 関 係 数 +0.65 十o.64 +0.54 +0.62 +o. so +0.47 
平均値の差の検定結果 有意差なし 有意差なし P <. 001で有意 P<.05で有意 P<.01で有意 有意差なし
表5 安定 不安定尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
調道子ご竺；
美 術系 英語系 看護系 教育 系 家政 系 体育 系
(n=81) (n=48) (n=69) (n=271) (n=l75) (n=67) 
入 学 時 （A) 43. 58(6. 86) 44.21(8.10) 45.14(6. 73) 45. 83(6. 50) 45. 77(5. 43) 46. 33(6. 94) 
l年修 了 時 （B) 45. 79(6.03) 45. 21 (7. 41) 42. 81(7. 56) 44. 93(7.11) 44.02(7.28) 44.12(7. 43) 
平均値の差（B-A) 十2.21 +1. 00 2. 33 0.90 1. 75 -2. 21
中目 関 係 数 +0.30 +0.59 +0.58 +0.66 +0.44 +0.44 
平均値の差の検定結果 P <. 01で有意 有意差なし P <. 01で有意 Pく 01で有意 P <. 001で有意 P<.01で有意
表6 充実 空虚尺度の所属学科別平均値及び標準偏差
調孟~竺 美 術系 英語系 看護系 教育系 家 政 系 体育系(n=Sl) (n=48) (n=69) (n =271) (n =175) (n=67) 一」
入 学 時 （A) 45.69(8.00) 44. 94 (9. 03) 46. 14 (9. 13) 46. 87 (7. 82) 47. 63(7. 69) 45. 72(9. 32) 
ーート
l年修 了 時（B) 46.19(8.14) 46. 62(8. 36) 41. 90 (8. 96) 45.20(8.21) 45.10(8.55) 44. 42(8. 28) 
「
平均値の差 （B-A) +0.50 + 1.68 4. 24 -1. 67 2. 53 -1. 30 
相 関 係 数 十0.43 十o.35 十o.57 +0.54 +0.42 十o.47 
一ー
平均値の差の検定結果 有意差なし 有意差なし P <. 001で有意 P<.01で有意 P <. 001で有意 有意差なし
(3) 項目レベルでの変化
さらに，より詳細に結果を読みとるために，項目レベルでの変化もみてみよう。表7～9は，
学科ごとの項目別比較を示したものである。 入学時から 1年修了時への変化として指摘できる
点を，統計的に有意な差を示した項目で示してみると，次のようになる。
① 美術系では，連帯孤独尺度1項目，安定 不安定尺度4項目， 充実一空虚尺度1項目
（合計6項目）で有意差が認められ，1項目を除いて他は増加の形で変化している。 すなわち，
l年修了時点での美術系の学生は，入学時に比べて，明るさは少なくなっているが， まとま っ
た，安定した，しっかり した，調和のとれた，楽観的な感情を もつようになったのである。
② 英語系では，対象者が少ない影響もあって，統計的に有意な差が認められるのはわずか
に1項目（連帯一孤独尺度） である。 1年修了時点での英語系の学生は，入学時よりも頼りに
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表7 所属学科別項 目評定点平均値（標準偏差）及び平均値の差の検定結果（1)
尺汗~ 美術系 （n=81) 英語系（n=48)度 入学時 1年修了時検定結果 入学時 1年修了時検定結果
ぎやかな 4.38(1.22) 4.59(1.12) N. S. 4.54(0.92) 4. 65(1.10) N. S. 
連
ま と ま った 3. 62(1. 30) 3. 96(1. 22) ＊ 3. 96(1. 05) 4. 02(1. 36) N. S. 
↑必 カ 自句 な 4. 78(1. 06) 4. 73(1. 04) N. S. 4.83(0.93) 5. 08 (0. 96) N. S. 
帯 フ ち と けた 4. 35(1. 26) 4.46(1.35) N. S. 4. 65 (1. 21) 4. 48(1. 48) N. S. 
開 放 的 な 4. 78(1.14) 4. 54(1. 34) N. S. 4. 48(1. 20) 4. 73(1.18) N. S. 
仲間の多い 4.94(1.14) 5.02(0.97) N. S. 5. 08(1. 05) 5. 00(1. 28) N. S. 
孤 指導力のあ る 3. 73(1. 07) 3. 86(0. 98) N. S. 3. 79(1.11) 3. 96(1. 23) N. S. 
集 団 的 な 3. 68(1. 28) 3. 59(1. 25) N. S. 4. 27 (1. 28) 4. 02 (1. 21) N. S. 
独
頼り にな る 4. 28(1. 30) 4. 41(1. 03) N. S. 4.12(1.25) 4. 52(1.11) ＊ 
愛 情 白百 な 4. 51 (1. 34) 4. 38(1. 22) N. S. 4. 67(1.10) 4. 71 (1. 32) N. S. 
安 疋山 し た 3. 64(1. 47) 4. 23(1. 31) ＊＊ 4.10(1.43) 4. 25 (1. 52) N. S. 
安
おちついた 4. 51(1. 29) 4. 64(1. 21) N. S. 4. 27 (1. 43) 4. 42(1. 56) N. S. 
おだやかな 4. 53(1. 28) 4. 68(1. 20) N. S. 4.50(1.27) 4. 40(1. 54) N. S. 
定 健 康 な 5. 01(1. 44) 5. 23(1. 27) N. S. 5.19(1. 33) 5. 31 (1. 25) N. S. 
カあふれた 4. 16(1. 46) 4. 44(1. 22) N. S. 4.12(1. 27) 4. 40(1. 21) N. S. 
静 ？ な 4. 20(1. 20) 4. 05(1.16) N. S. 3.96(0.97) 3. 83(1. 22) N. S. 
不 しっかりした 4.42(1.12) 4. 74(1. 02) ＊ 4. 42(1. 38) 4.67(0. 99) N. S. 
安 信じやすい 4. 78(1. 59) 4. 65(1. 48) N. S. 4. 58(1. 65) 4. 71 (1. 50) N. S. 
｛ 疋
調和のとれた 4.11(1.14) 4. 51(1. 07) ＊＊ 4. 56(1. 09) 4. 65(1. 23) N. S. 
楽 観 的 な 4. 22(1. 60) 4. 60(1. 22) ＊ 4.50(1.52) 4. 58(1. 57) N. S. 
日月 る しミ 5. 09(1.17) 4. 74(1. 23) ＊ 5. 10(1. 28) 5.25(1.10) N. S. 
充
楽 し L、4.41(1.31) 4. 62(1. 39) N. S. 4.54(1.38) 4. 79(1. 34) N. S. 
喜 lよ し しミ 4. 25(0. 97) 4. 32(1. 05) N. S. 4.42(1.16) 4. 69(1. 11) N. S. 
実 充 実 し た 4.11(1. 36) 4.15(1.32) N. S. 3.98(1.34) 4. 12(1. 42) N. S. 
あたたかな 4. 65(1.11) 4. 74(1.17) N. S. 4. 69(1. 07) 5.06(0.91) N. S. 
前 向 き な 4. 91(1.17) 4. 93(1.14) N. S. 4.52(1.11) 4. 75(1.18) N. S. 
空 望み のあ る 4. 98(1. 30) 5.15(1.15) N. S. 4. 50(1. 34) 4. 65(1. 26) N. S. 
J筒ちた り た 3. 78(1. 25) 4. 02(1. 35) N. S. 3.92(1.27) 4.06(1.21) N. S. 
虚 （無限に）成長してゆく 4. 75(1.40) 4. 86(1. 53) N. S. 4. 37(1. 23) 4. 56(1.15) N. S. 
右ザ 々 し L、4. 77(1. 42) 4. 65(1. 23) N. S. 4. 90(1. 43) 4. 69(1. 42) N. S. 
（注） * * * :Iコ＜.001で有意， ＊* : P<.01で有意， ＊: P<. 05で有意， N.S.：有意差なし
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表8 所属学科別項目評定点平均値（標準偏差）及び平均値の差の検定結果（2)
尺託~ 看護系 （n=69J 教育系（n=271J度 入学時 l年修了時検定結果 入 学 時 l年修了時検定結果
にぎやかな 4. 57(1. 24) 4. 22(1. 27) ＊ 4. 58 (1. 28) 4. 55(1. 27) N. S. 
連
ま と ま っ た 3. 83(1. 09) 3. 57 (1. 18) N. S. 4.15(1.19) 3. 94(1. 27) ＊ 
協 力 的 な 5.25(0.82) 4.65(0.98) ＊＊＊ 5.29(0.98) 5. 00(1. 05) ＊＊＊ 
帯 フ
ち と けた 4. 80(1. 06) 4.16(1. 39) ＊＊＊ 4. 72(1. 29) 4. 85 (1. 33) N. S. 
開 放 的 な 4. 72(1.21) 4. 41 (1. 25) N. S. 4. 75 (1. 24) 4. 75(1. 33) N. S. 
仲間 の多 い 4.93(0.94) 4. 68(1. 05) N. s. 5. 08(1. 07) 5. 17 (1. 02) N. S. 
孤 指導力 のあ る
3. 57(1. 04) 3. 52 (1. 07) ＊ 4.10(1.08) 4. 00(1. 09) N. S. 
集 団 自守 な 4. 62(0. 97) 4. 28(1. 24) ＊ 4. 47(1.18) 4.37(1.14) N. S. 
Z虫 頼り に な る 4. 07(1. 04) 3.93(1.20) N. S. 4.42(1.05) 4. 26 (1. 14) ＊ 
愛 十青 自句 な 4. 55(1. 24) 4. 45(1. 26) N. S. 4. 99(1. 22) 4. 79(1. 24) ＊ 
安 ｛ 疋 し た 4. 06(1. 35) 3. 64(1. 42) ＊ 4.05(1.39) 4. 03(1. 40) N. S. 
安
おちついた 4.39(1.16) 4.12(1. 25) N. S. 4. 44(1. 22) 4. 21(1. 30) ＊ 
おだやかな 4. 45(1. 24) 4. 33(1. 24) N. S. 4. 52(1. 33) 4. 48(1. 27) N. S. 
ム疋 健 康 な 5. 52(1. 24) 5. 39(1. 34) N. S. 5. 45(1.17) 5. 29(1. 28) ＊ 
力 あふれた 4. 55(1.18) 4. 16 (1. 31) ＊ 4.54(1.18) 4. 32(1. 29) ＊＊ 
静 カp な 3. 71(1. 05) 3. 93(1. 08) N. S. 3.86(1.19) 3. 91 (1. 20) N. S. 
不 し っ かり し た 4. 62(1. 01) 4. 51 (1. 05) N. S. 4. 72(0.99) 4.66(0.99) N. S. 
女｛ 
信 じやすい 4. 88(1. 30) 4. 57 (1. 36) N. S. 5. 30(1. 32) 5.08(1.34) ＊＊ 
｛ 工五
調 和の と れ た 4. 59(1.12) 4.14(1. 23) ＊＊＊ 4. 52(1. 12) 4. 47(1. 04) N. S. 
楽 観 的 な 4. 36(1. 39) 4. 04(1.49) N. S. 4. 42 (1. 39) 4. 47(1. 40) N. S. 
明 る L、5. 04(1. 27) 4. 71(1. 20) ＊ 5. 34 (1. 21) 5.16(1.17) ＊ 
充
楽 し L冶 4. 62(1. 20) 3. 81(1. 20) ＊＊＊ 4. 62(1. 27) 4. 44(1. 33) N. S. 
喜 L王 し Lミ 4. 42(1. 02) 3. 90(1. 05) ＊＊＊ 4. 52(1. 06) 4. 46(1. 02) N. S. 
実 充 実 し た 4.19(1.18) 3. 61 (1. 38) ＊＊＊ 4. 22 (1. 28) 4. 03(1. 27) ＊ 
あたたかな 4. 99(1. 02) 4. 54(1.11) ＊＊＊ 4. 90(1. 03) 4. 89 (1. 05) N. S. 
前 向 き な 4. 78(1. 23) 4. 65(1.10) N. S. 4. 88 (1. 05) 4. 79(1.11) N. S. 
空 望みの あ る 4. 97(1. 09) 4. 72(1. 28) N. S. 4.86(0.99) 4. 51(1. 22) ＊＊＊ 
；荷 ちた り fこ 3. 81 (1. 34) 3. 35(1. 40) ＊ 3. 89(1. 34) 3. 88(1. 28) N. S. 
虚 （無限に）成長してゆく 4.67(1.34) 4. 26(1. 51) ＊ 4. 75 (1. 13) 4. 43(1. 31) ＊＊＊ 
若 々 し しミ 4. 65 (1. 34) 4. 35(1. 33) N. S. 4. 89 (1. 30) 4. 61 (1. 29) ＊＊＊ 
（注）* * * : P<. 001で有意，＊* : P<. 01で有意，＊：P<.05で有意，N.S.：有意差なし
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表9 所属学科別項目評定点平均値（標準偏差）及び平均値の差の検定結果（3)
尺 午ご！ 家政系 （n=l75) 体育系 （n=67)度 入 学 時 l年修了時検定結果 入学 時 1年修了時検定 結果
ぎやかな 4. 57(1. 07) 4. 47(1. 21) N. S. 4. 67 (1. 08) 4. 60(1. 31) N. S. 
連
ま と ま った 4. 06(1. 05) 3. 84(1. 47) ＊ 4. 39(1. 07) 3.96(1.12) ＊＊ 
協 カ 的 な 5.10(0.85) 4. 68(1. 06) ＊＊＊ 5.21(0.91) 4. 88(1. 32) N. S. 
帯 フ ち と けた 4. 82(1.15) 4. 55 (1. 39) ＊ 4. 94 (1. 23) 4. 81(1. 26) N. S. 
開 放 的 な 4. 83(1. 20) 4. 67 (1. 14) N. S. 4. 82(1. 23) 4. 88(1. 17) N. S. 
仲間 の多い 5. 08(1. 01) 5. 09(0. 98) N. S. 5. 30(1.13) 5. 48(1. 02) N. S. 
J瓜 指導力のある 3. 87(1. 09) 3. 77(1. 03) N. S. 4. 28(1. 26) 4. 36(1. 05) N. S. 
集 団 的 な 4.40(1.15) 4. 35 (1. 23) N. S. 4. 67 (1. 26) 4. 58(1. 47) N. S. 
1虫 頼り に なる 4. 26(1.14) 4. 05(1.16) N. S. 4.63(1.15) 4. 63(1. 02) N. S. 
愛 情 的 な 4. 91(1.15) 4.54(1.31) ＊＊ ＊ 5.04(1.15) 4. 96(1. 09) N. S. 
安 疋｛ し た 4. 02(1. 31) 3. 87(1. 40) N. S. 4. 21(1.44) 3. 85(1. 38) N. S. 
安
お ち ついた 4. 34(1.19) 4.14(1.40) N. S. 4.34(1.27) 4. 06(1. 39) N. S. 
おだやか な 4.51(1.24) 4.47(1.19) N. S. 4. 52(1.13) 4. 22(1. 37) N. S. 
ι 疋 健 康 な 5.76(1.12) 5. 29(1. 31) ＊＊＊ 5. 57(1. 28) 5. 30(1. 36) N. S. 
力 あふれ た 4. 37 (1. 37) 4. 27(1. 34) N. S. 4. 69 (1. 21) 4. 43(1. 32) N. S. 
静 か な 3.79(1.15) 3. 77 (1. 39) N. S. 3.73(1.78) 3. 78(1.18) N. S. 
不 し っ かりした 4. 68(1. 02) 4. 43(1. 06) ＊ 4. 87 (1. 09) 4. 63(1. 01) N. S. 
安 信じやす い 5. 17 (1. 31) 5. 05 (1. 42) N. S. 4. 99 (1. 44) 5. 03(1. 51) N. S. 
ι 疋
調和 の と れ た 4.53(1.04) 4. 43(1. 09) N. S. 4. 67 (1. 09) 4.42(1.16) N. S. 
楽 観 自旬 な 4. 59(1. 39) 4. 30(1. 48) ＊＊ 4. 75(1. 50) 4.40(1.40) N. S. 
明 る しミ 5. 45(1. 00) 5.11(1.19) ＊＊＊ 5. 40 (1. 33) 5. 28(1. 30) N. S. 
充 楽 し
しミ 4. 93(1. 23) 4. 37(1. 37) ＊＊＊ 4. 01 (1. 67) 4. 04(1. 33) N. S. 
喜 (i し L、4. 62(1. 09) 4. 35 (1. 13) ＊＊ 4.39(1.28) 4.16(1.04) N. S. 
実 充 実 し た 4.19(1. 33) 3. 95 (1. 39) ＊＊ 4.16(1. 44) 3. 99(1. 24) N. S. 
あたたかな 5. 02(0. 86) 4. 70(1. 20) ＊＊＊ 4. 94(1. 17) 4. 55(1.15) ＊ 
前 向 き な 4. 75(1.11) 4. 72(0. 92) N. S. 4. 88 ( 1.15) 4. 69(1. 03) N. S. 
空 望みのある 4. 81 (1. 03) 4. 71(1.11) N. S. 4. 64(1. 46) 4.61(1.17) N. S. 
満ちた り た 4. 17(1. 36) 3. 86(1. 39) ＊ 3. 42(1. 59) 3. 48 (1. 35) N. S. 
虚 （無限に）成長してゆく 4.62(1.10) 4. 37(1. 14) ＊ 4. 45(1. 29) 4. 55(1. 21) N. S. 
ザ右 々 し L、5. 07(1. 21) 4. 95(1. 26) N. S. 5. 42(1. 21) 5. 06(1. 36) ＊ 
（注） * * * : P<.001で有意，＊＊ ：P<.01で有意，＊ : P. 05で有意，N.S.：有意差なし
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なるという自己評定を強めたといえる。
③ 看護系では，連帯一孤独尺度5項目，安定一不安定尺度3項目， 充実一空虚尺度7項目
で有意差が認められる。これらの15項目はすべてが減少の形をと っている。すなわち，看護系
の学生は， l年修了時において入学時よりも，さみしい，対立的な，へだてのある，依存的な，
個人的な，不安定な，無力な， 不調和な，暗い，苦しい，悲しい，むなしい，寒々とした， 不
満足な，挫折しそう なという感情を強めている。
④ 教育系では，連帯一孤独尺度4項目，安定一不安定尺度4項目， 充実一空虚尺度5項目
（合計13項目）で有意な差と なっており，いずれも減少した結果となっている。したがって，
教育系の学生は，入学時よりも，バラバラな，対立的な，頼れない，冷たい，おちつかない，
病的な，無力な，疑い深い，暗い，むなしい，望みのない，挫折しそう な，年寄じみたという
傾向を 1年修了時において強めているのである。
⑤家政系では，連帯一孤独尺度4項目，安定 不安定尺度3項目，充実一空虚尺度7項目
（合計14項目）で有意な差が認められ，やはりいずれも減少の形をとっている。つまり，l年
修了時の家政系の学生は，入学時に比較して，バラバラな，対立的な，へだてのある，冷たい，
病的な，弱々 しい，楽観的な，暗い，苦しい，悲しい，むなしい， 寒々とした，不満足な， 挫
折しそ うな傾向を強めた，と自己評定しているのである。
⑥体育系では，連帯一孤独尺度1項目，充実一空虚尺度2項目の合計3項目で，やはり減
少の形で有意な差となっている。入学時に比べて，バラバラな，寒々とした，年寄じみたとい
う傾向を強めた自分を，体育系の学生はl年修了時において見出している。
以上の項目別比較の結果について，女子学生全体の場合と同様， 説明においてネガテイブな
方向に変化している場合にはネガテイブな表現を用いたが，ほとんどの項目で評定点4 （「ど
ちらでもないJ）よりもポジテイブな方向に変化後もあるわけであり，いずれもポジテイブな
範囲内の生活感情であることには変わりがないのである。
3.得点水準からみた生活感情の変化
先に，所属学科別に全尺度合計の変化を検討した際に，波動現象とでもいうべきものの存在
についてふれた。平均化傾向をもった波動現象の存在については，第E報でいくつかの観点か
ら資料整理をおこない， ある程度のものを確認したところである。
本研究で得られた資料でも同様なことがいえるかどうかを調べてみよ う。われわれが「波動
現象」と名づけたものは，ある時点で得点の高かったものは次の時点では減少傾向を示し，逆
に得点が低かったものは増加傾向を示すというように，人の感情は波のようにうねりをもって
変化するというものである。つまり，本研究の資料では，入学時に高い得点を示したものは1
年修了時には得点が減少した結果となり， 入学時に低い得点を示したものはl年修了時には得
点が増加した結果となるであろうと予想される。いいかえると，ポジテイブな生活感情にあっ
た者は一層ポジテイブ化を強めるよりもネガテイブ化に向かいやすく，逆に，ネガティブな生
活感情にあった者は一層ネガテイ ブ化を強めるのではなくポジテイプ化に向かうであろうとい
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うことになる。 そこに働く力は， 現実の社会生活に適応する線に沿って修正がおこなわれるの
で， どちらかといえば，全体的に平均化する方向も認められる。
さて，本研究では，入学時の得点水準と， 入学時とl年修了時の間の得点差（すなわち，変
化）との相関係数を算出する方法で，その存在を確認してみよう。
表10に示すように，全体的に一貫してマイナスの相関関係にある。マイ ナスの相関であるこ
とは，入学の時点、で得点の高かった者は 1年修了時には得点が減少傾向にあり，得点の低かっ
た者は得点が増加傾向にあることを意味する。そして，係数が0.415であることは，かなりの
相聞がある（本質的に関係がある） とい うことになる。 したがって，入学時点でポジティブな
生活感情にあった者ほどネガテ イブ化がみられ，ネガテイブな生活感情にあった者ほどポジテ
イブ化がみられる。
表10 全尺度合計の入学時と変化 (1年修了時一入学時）との相関係数
2子学長 ！美術系｜英語系 1看護系｜教育系 ｜家政系｜体育系
-o. 42 I o. 45 I o. 54 I o. 37 I -o. 43 I -o. 31 I -o. 48
N おわりに
以上，女子短大生を対象に， 1年修了時点で生活感情の調査をおこない，入学時点の結果と
比較しながら若干の検討を試みた。そ して，次に要約するよう なこと が明らかになった。
① 入学の時点でややポジテイブであった生活感情は，l年修了の時点ではポジテイブな傾
向を弱める形で， ネガテ イブ化が認められる。
② ネガテイブ化は，三つの尺度全部に認められ，孤独感 ・不安定感 ・空虚感を強めた結果
となっている。 これは，長期的にとらえる場合の “五月病”の存在を裏付けるものである。
③ 所属学科別にみてみると，美術系 ・英語系のポジテ イブ化， 看護系 ・教育系 ・家政系 ・
体育系のネガテ イブ化が認められる。三つの尺度でも，同様傾向の変化がそれぞれの系統の学
科で認められる。
④ 波動現象の存在についても確認された。第E報と同様に，ポジテイブな生活感情にあっ
た者のネガテイブ化，ネガテイブな生活感情であった者のポジテイブ化が認められる。
この報告では，入学から卒業までの生活感情の変化を調べる一連の研究の中間報告的な位置
づけにあるので，結果を中心に示すにとどめた。次の第百報では， l年修了時と卒業（2年修
了）時との比較検討をおこない，その後の変化について考察を試みる予定である。
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